
某
家
が
博
文
公
を
泊
め
た
家
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
父
は
昭
和
四
十
三

年
に
他
界
し
た
た
め
、
こ
の
家
が
何
と
言
う
家
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め

て
い
な
か
っ
た
。
私
は
こ
の
家
を
っ
き
と
め
て
博
文
公
別
府
逗
留
の
史

実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
都
合
で
こ
の
貴
重
な
書
を
元
の
家
に
返
し
て

も
と
考
え
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
井
上
馨
侯
が
別
府
ゆ
か
り
の
人
物
と
言
わ
れ
る
が
、
井

上
侯
と
伊
藤
博
文
公
は
、
文
久
三
年
、
共
に
密
出
獄
し
て
英
国
に
渡
り

留
学
し
た
と
言
う
義
兄
弟
の
如
き
友
人
で
あ
っ
た
。
　
’

時
限
爆
弾
を
除
去
し
た
決
死
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
修

部

たは去車事下Ｂ大筆
の
運
行
が
阻
害
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
国
鉄
職
員
に
よ
る

決
死
隊
が
編
成
さ
れ
除
去
に
あ
た
っ
た
。
下
に
掲
載
し

、
二
十
年
、
中
等
学
校
学
徒
動
員
で
国
鉄
第
一
線
現
場

後
藤
徳
義
さ
ん
が
、
大
分
～
南
大
分
駅
間
に
投
下
さ
れ

昭
和
二
十
年
三
月
十
八
日
、
大
分
・
佐
伯
・
柳
浦
の
航
空
隊
は
、
米

五
八
機
動
部
隊
か
ら
発
進
し
た
艦
上
攻
撃
機
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
、

き
な
損
害
を
披
っ
た
。
こ
れ
が
大
分
県
初
の
空
襲
で
あ
っ
た
。
以
後

2
9
長
距
離
爆
撃
機
も
加
え
た
爆
撃
が
終
戦
ま
で
続
い
た
。
爆
撃
は
県

多
く
の
市
町
村
に
及
ん
だ
が
、
本
土
決
戦
が
喧
伝
さ
れ
る
な
か
、
軍

輸
送
の
幹
線
た
る
国
鉄
沿
線
に
は
時
限
爆
弾
が
多
数
段
下
さ
れ
、
列

の
運
行
が
阻
害
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
国
鉄
職
員
に
よ
る
時
限
爆
弾
除

た
り
列
車
の
運
行
を
阻
ん
だ
時
限
爆
弾
除
去
に
決
死
隊
と
し
て
参
加
し
、

そ
の
任
務
を
遂
行
し
た
こ
と
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
感
謝
状
で
あ
る
。
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